
活	 動	 報	 告	 書	 
作成者	 

	 開沼	 敬三	 

活動名	 2024 年度第 2回教育研修	 2024 年 11 月 16 日 10：00～11：45	 

場所	 慰霊塔管理棟	 参加者	 

（敬称略）	 

平野	 本田	 黒岩	 安達	 川村	 白川	 川口	 伊藤	 

目黒（一）、目黒（奈）	 開沼	 計 11 名	 

概要	 2024 年度第 2 回教育研修として「木もれびの森（東大沼・若松地区：13 ㏊）」を保全して

いる東若会に講演をお願いした。最初に平野理事長から挨拶と東若会吉田会長・千田さん

の紹介があり、吉田会長はプロジェクターで投影された資料をもとに次の説明を行なった	 

① 東若会の紹介：保全活動 18 年目、会員数 15 名、毎月第 2、第 4 木曜日の午前中に定例	 	 

活動している。会員は 80 歳以上の方がほとんどでのエンジ式刈払機（4kg）だと重たい

ので軽量な充電式刈払機（2kg）を購入して作業の軽減化を図っている。草刈りは年間

計画を立てて散策路を中心に行なっているが、森の内部には中々手がかけられないとの

事であった	 

② 森と周辺の四季（写真）	 

③ 森のいきもの（写真）：草花 12 種、蝶 4 種、ヘビ 3 種、野鳥 9 種	 

④ 東若会の課題：会員の高齢化・減少	 

講演後、「木もれびの森」活動地区を見学した。伐した木を散策路に並べて置いたり、玉切

りしたものを休息用の椅子として設置されており、市民の憩いの場となっていた	 

講演内容や見学した事で参考になる部分については今後の活動に生かしていきたい	 

研修会終了後、「ゆず庵」にて有志 7 名で懇親会を開催した	 

 	 

講演中（右側：吉田会長）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 講演中	 	 

 	 

	 	 	 	 	 	 	 木もれびの森見学①	 	 	 	 	 	 	 	 木もれびの森見学②	 

	 


